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BoergeseTliaの比較的大きい TCs(510nm 対 350
nm)はそれに比例して大きいミクロフィブリル(30
nm 対 20nm)を生産する｡
蛍光増自剤 (FBA)ティノパル LPW の Boerge-
∫eniaプロトプラストの細胞壁再生に及ぼす影響を
調べた｡ティノ/ミルLPW がミクロフィブリルの集
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K.KURODAandK.SHIMAJI:WoundEfectson














































































































J.AzUMA,J.HIGASHINO, M.IsAKA, and T.
KosHlJIMA･:MicrowaveIrradiationofLignoI
cellulosic Materials IV. EnlanCement Of
EnzymaticSusceptibilityofMicrowave-irra-
diated Softwoods,WoodRes･,71,13(1985)











radiation orLignocellulosic Materials III.
Eyzymatic susceptibility of microwave-




















Interaction Chromatograahy ofPine Bjdr-
k-an-LCC,MokuzaiGakkaishi,31,383(1985)













LCC は リグニン含量差に基づいて2-工 トキシユタ
/-′レと硫安の混合溶媒 で溶 出 された｡Phenyト
Scpharoseの疎水性は OctyLSepharoseよりも低
く炭素数4-5の直鎖アルキル基に相当するにもか


















%),ウロン酸 (9.1%),および リグニン (49.7%)
とリグニン含量が高いのに対 し,lV-3 では糖含量
が高く, 中性糖 (67.4%), ウロン酸 (13.5%),
お よび リグニン (9.9%)であ-)た｡ W-2お よび
W-3 の中性糖部分は L-ラムノ-ス, L-アラビノ
-ス, D-キシロース, D-マ ンノース, D-ガラクト
I-ス, お よび D-グルコースがそれぞれ,2.3:4･8
:82.9:2.i:5.1:2.8, お よび 2.2:2.6:88.7:
1.7:2.5:2.3の重量比で存在する多糖であった｡
メチル化分析,スミス分析,およびスペクトル分析















2,3-Dicarboxy Cellulose Metallic Salts,
CeluloseChem.Teclm01.,18,31(1984)
セルロースの過 ヨウ素酸酸化によ-'てえられるジ






















































セルラーゼオノヅカ R-10よりもセル ロシソ AP









































for-ation in degradation of .61014 lignin
substructureswithandwithouta-0-γbond
by Phanerochαete chrusosporiAlm, Wood
Research,No.71,25(1985)
梅揮俊明,樋口隆昌 :隣接 γ位に α-0-r結合を持
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porium による β-0-4リグニンサブス トラクチャ
ーの分解における芳香環開裂





































島田幹夫, 波部 豪,梅揮俊明,樋 叫壁 昌, 岡本
忠 :tert-ブチルヒドロ過酸化物の存在下で,ヘム
酵素 モデル触媒,テ トラフェニルポルフィリン鉄
(Ⅲ)塩化物 による リグニ ンモデル化合物, ジアリ
ルプロパンジオールの炭素-炭素切断反応






































アセチルクロライ ドにより完全 アセチル化 された
CA試料の 1什 NMR スペクトルによって確めら





























での相対的 Dsは Cl2,C-3の Dsと比較して非
常に高い｡水可溶 CA (D-シリーズの試料)の水

















ロニカ,S.V. 白石信夫, 横田徳郎, 棚橋光彦,
樋 口隆昌 :木材セルロースのマーセル化における木
材造横の緩みの効果



















and Melting ofEsterified Wood,J. H/ood
Chem.TechTl0!,5,Ill(1985)











































































































































森 光正,中沢司郎,則元 京,山田 正,中野
正夫,高岡元章,村中恒男 :光ファイバ温度センサ
- 163--
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によるマイクロ波加熱中の木材内部温度の測定,木
材_L業.39,600(1984)
電磁気 ノイズ耐性のある光7-,イノ潮 度 センサを
用いて,マイクロ波加熱中の木材内部温度を測定し
た｡飽水状態の木材試片に穴をあけ,センサを挿入
後,連続的に.[｣刀)3kW のてィ ,/ lコ波を照射 し,描
度の経時変化を記録した｡照射直後から阻度は上昇
しは じめ,100℃まで直線的に上昇し続 けた後,









Cross-Linked by For-aldehyde, Mokuzai
Gakkaishi,31,2()9(1985)















































加藤昭二 佐々末光 :国産材利用のための LVLプ
ラン ト,木材工業,40(6),33(1985)
国産材封葉樹造林木とくに間伐材の利用を郎 'リと
した LVL プラントの設計について述べ てい る｡
まず,原料となる丸太の特性を分析し,それを用い


























































































ボーー 卜を製造 し,ボードの酢火性能,物理的 ･機械













































































































































木 材研 究 ･資 料 第21号 (1985)
冊 く木材保存協会規格第11号 (I)の総合試験方



















を=邪咽f.遇を追 って明らかにする上 で有用 であ-,
た｡パーティクルボードでは素材に比較して腐朽初
なくとも10-20%のl射ず強さの低下が生 じていた｡
PF ,-トー ドは UMFボート､より帖 ヂ性能の低下が
緩やかで,またカワラクケほオオウズラタケに比較
ボ -ートの破断面を SrlM 観察すると,パーティ)/ル
の木1射′Ⅰ体の腐朽に先立って菌糸がそれらの境斯面
に侵入L接着劣化を生 じているのかみられ J')リーー
ブ 試験等で示された張度性能の低下に 対応 してい
た｡
Y.1MAMURAand K.NISrHMOTO:Fractography
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A.ENOKr,M.TAKAHASHI,H.TANAKA and G.


















ロパン亘1),ジヒド lコアニソイン (nI)を用いた ｡
ほとんどの白色腐朽菌は,液体培地と寒天培地の双
刀,あるいは寒天培地のみで,3種のモデル化合物
すべてに対して強い分解活性を示 した｡一方,褐色
腐朽菌の大半はいずれの化合物に対しても分解活性
を示さなかった｡しかし褐色腐朽菌の中でもマスタ
ケ,-!ツオオジ,キチリノン,)}ケ,ヌメリスギタグ
は液体培地では3種の化合物のいずれかに低い分解
活性があった｡さらに寒天培地ではマスタケを除く
S種伎,3つのすべての化合物に対してより高い分
解活性を示 した｡特にキチリノンタケではこの傾向
が顕著であった｡このような寒天培地上でのモデル
化合物分解活性の高揚は白色腐朽菌においても認め
られた｡また寒天培地の方が液体培地におけるより
も,3種の化合物の分解速度は常に大きく,ブナ材
木片の重量減少率もはるかに高かった｡したがって
リグニン生分解の研究には,寒天培地の万が適して
いると思われる｡ 白色腐朽蘭のうち,寒天培地上で
3種のモデル化合物をよく分解したものは,ブナ材
中のリグニンやセルロースに対しても強い分解活性
を示 し,これらの成分の減少率と木片の重畳減少率
との比は両者ともほぼ 1.0に近い値を示した｡寒天
培地上でブナ材をよく腐朽させた褐色腐朽菌5種の
うち,オオウズラタケ,ホウロクタケ,ワタグサレ
クケ,マスタケは3種のモデル化合物に対して全く
か,ごく低い分解活性Lか示さなかったにもかかわ
らず,ブナ材中のリグニンをある程度分解した (木
片重畳減少率との比約0.4)0-モデル化合物に対して
強い分解活性を示 したキチリメソタケの場合は,よ
り大きなリグニンの減少が認められた (同比0.6)｡
3種のモデル化合物の中間代謝物の同定と定量を行
ったところ,白色腐朽菌 PhanerochaelechrJ∫05/Mium
によるこれらの化合物の分解において生成されるこ
とが認められている代謝産物が,用いた4種の白色
腐朽菌のすべてに,同じような収率で検出された｡
しかし褐色腐朽菌では,いずれの代謝物も全く検出
されなかった｡これらの結果を総合すると,一部の
褐色腐朽菌で認められたモデル化合物やリグニンの
分解は,白色腐朽菌とは全く異なった反応機構で行
われるものと考えられる｡
･一171ト ー
